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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、臨床経験の経験豊富な歯科医師の暗黙知・経験知を明らかにし、初学
者が空き時間に効率的に学ぶことができる学修教材を開発することで、指導歯科医および研修歯科医の両者にと
って効率的な時間の使い方、働き方改革を目指すことを目的に取り組んだ。
学習管理システムであるMoodle（オープンソース の eラーニング プラットフォーム）に、各専門分野の指導歯
科医が作成したコンテンツ（概要・手順および動画）をアップし、研修歯科医が空いた時間に視聴できる環境を
整えた。研修歯科医のコンテンツへのアクセス状況を調査と上級医へのインタビューを実施し、今後の改良点を
抽出した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to clarify the tacit and experiential 
knowledge of dentists with extensive clinical experience and to develop learning materials that 
enable first-time students to learn efficiently in their spare time, thereby aiming for efficient 
use of time and work style reform for both supervising dentists and trainee dentists.
Content (outlines, procedures and videos) created by supervising dentists in each specialty were 
uploaded to Moodle (an open source e-learning platform), a Learning Management System (LMS), to 
create an environment where trainee dentists can watch them in their spare time. A survey of access 
to content by trainee dentists and interviews with senior dentists were conducted to identify areas 
for future improvement.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の社会のニーズの変化により、歯科医学の高度化とともに患者を総合的に診る姿勢が必要になり、研修歯科
医が研修期間に学ぶべき内容が複雑化し、膨大になっている。しかしながら指導歯科医も業務量が増大している
ので、研修歯科医に教育をする時間が充分とれず、診療が終わってから教育時間を確保しなければならない。そ
のためワークライフバランスの持続的な安定へのジレンマが生じていた。経験豊富な歯科医師の暗黙知や経験知
を基に診療に役立つコンテンツを作成したことで、研修歯科医が隙間時間に視聴できるという環境を構築するこ
とができた。学修者および教育者、両者ともへの働き方改革を目指したという意味で意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
熟達者が次の世代への伝承、教育するためには暗黙知を適確に把握し、それを効率的な教育活
動に結びつける必要がある。歯科医師臨床研修では、毎年研修歯科医（新人）が研修施設で研修
を行っている。指導歯科医が新人教育を毎年（あるいは新人が施設に来るたびに）繰り返し行っ
ている状態であった。 
 
平成 18 年度に歯科医師臨床研修制度の必修化が導入されてから 10 年以上が経過している。
歯科医師臨床研修の理念では、「臨床研修は、歯科医師が、歯科医師としての人格をかん養し、
将来専門とする分野にかかわらず、歯科医学及び歯科医療の果たすべき社会的役割を認識しつ
つ、 一般的な診療において頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療
能力を身に付けることのできるものでなければならない」と掲げられている。 
歯科医師臨床研修を実施している施設では、研修修了時（1年後）の研修歯科医が患者の診療
を（ある程度）一人でできることを目標にしている。 
これらの施設では、毎年 4 月に歯科医師国家試験に合格したばかりの研修歯科医が指導歯科
医のもと研修をスタートする。医科においては 2年間の研修スケジュールであるため、2年目の
研修医が 1 年目に教えるという屋根瓦方式をとることができる。しかし、歯科では 1 年間の研
修がほとんどである。研修の後半にある程度一人でできるようになった研修歯科医は 3 月末で
研修を修了するため、新年度である 4 月になるたびに新人研修を指導歯科医が行わなければな
らず、疲弊している状態である。しかも一日の患者診療を行った後の時間外で研修（講義・実習）
を行うことが多く、指導歯科医および研修歯科医の労働時間（研修時間）が長くなる傾向にある
ため、働き改革からは逆行する状況が散見される。 
厚生労働省が行った研修歯科医に対するアンケート調査の結果によると、研修の到達目標を
達成するためには、「本人の努力」「手技の実践」「十分な症例数」「指導歯科医の能力」が必要で
あるとされていた。 
研修歯科医自身の努力が必要であるが、研修歯科医教育を効果的に実施するためには、熟達者
である指導歯科医が普段行っている一般的な歯科治療の経験知や暗黙知を明らかにし、それら
の継承を適確に効率的に行うことが肝要であると考えられる。 
 
我々は、研修歯科医を対象に行ったインタビューより自ら診療ができるようになる成長プロ
セスを明らかにしてきた。研修歯科医の言語データを要約すると、「教科書・成書で技術面の解
説はなされているが、読む行為だけでは知識の獲得ができるものの、経験知を獲得することは難
しい。また、指導歯科医の診療介助をすることで、診療手順を学ぶ機会やエキスパートの動画を
見る機会があったとしても、上級医が躊躇なくスムーズに行われる手順については、初学者が見
る行為だけで、コツを獲得することができない。」となっていた。 
 
２．研究の目的 
熟達者は、一度獲得してしまった技術については、無意識化で実践しているため、次世代（研
修歯科医）への言語情報での伝達は困難である。歯科治療技術は技能面の割合が高いため、コツ
など初学者や初心者が知りたいと思う点については明らかにされていない。 
今回の研究では、歯科治療の手技についての暗黙知を分析、検討することで、効果的な教材開
発を行っていくこと、さらにその評価をすることである。 
 
３．研究の方法 
初心者がコツを知りたいと思う、歯科治療について研修歯科医にインタビューおよびアンケ
ート調査を行い、ピックアップする。 
つぎに、いくつかの歯科治療について熟達者である指導歯科医に何をポイントにしているの
かコツをインタビューして形式知化する。また、熟達者の診療風景を動画に撮影し、初学者と熟
達者の診療で何が違うのか分析する。 
分析内容と動画を組み合わせて、コンテンツを作成していく。 
コンテンツを作成し、上級医へのインタビューを行い、改善点を把握する。また、研修歯科医の
アクセス状況やインタビューに応じて、さらにコンテンツを改良していく。 
 
４．研究成果 
 
１） コンテンツ作成 
学習管理システム (Learning Management System : LMS)１）である Moodle（オープンソ
ース の e ラーニング プラットフォーム）を用い、各専門分野の指導歯科医が作成した
説明用コンテンツ（概要・手順および動画）をアップし、研修歯科医が空いた時間に視聴
できる環境を整えた。 



 
今回、作成したコンテンツの内
容を右に示す。（平成 4年度） 

  
アクセス状況の分析や研修医
へのインタビュー結果より、さ
らなるコンテンツを開発して
いるところである。 

 
 
 
 
 
 
２）コンテンツへの研修歯科医のアクセス数（ログ） 
✓令和4年度研修歯科医の各コンテンツへ
のアクセス 
 結果を右図に示す。 
最も多いコンテンツには 350 回のアクセ
スがあったが、少ないものは 8 回であっ
た。 
 
 
 
 
 
 

✓研修歯科医のコンテンツへのアクセス 
研修歯科医のアクセス回数の平均は 28.8 であり、最少が 3回、最大が 198 回であった。 
 

✓研修歯科医のコンテンツへのアクセス時期 
結果を右図に示す。 
研修スタートの 4月が最も多く、次に協
力型研修施設への出向前の 10 月が多か
った。 
研修歯科医の興味関心の時期的変化があ
ることが明らかになった。患者への治療
前に動画やコンテンツを視聴し、予習の
ためにアクセスしたと思われる。 
 
 
 
３） 上級医へのインタビュー 
コンテンツ自体はわかり易くできているが、改善点があった。 
回転切削器具の歯科用タービンを使用するときにフィンガーレストが動画ではわかりに
くく、近くに置かれていない状況であった。研修歯科医には医療安全の観点からレスト部
を意識して欲しいので、コンテンツの改善が望まれる。 
 

４） 研修歯科医へのインタビュー 
診療の合間や隙間時間にコンテンツを繰り返し視聴できるのは、大変助かった。どのよう
な治療器具を準備すれば良いか分かったので、良かった。他にもコンテンツを作ってほし
い。 
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